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イエスは茨の冠をかぶ り、紫の服を着けて

出て来 られた。ピラ トは、「見よ、この男だ」

と言つた。」

(ヨ ハネによる福音書 19章 5節 )

紀元 26年か ら 36年にかけてユダヤを治め

たのがローマ帝国の総督であったピラ トです。

当時、ユダヤの国はローマ帝国の中にあつて、

大幅な自治が認められていま した。 しか しユ

ダヤに出来ないことがあ りま した。死刑の執

行です。そこでユダヤの人たちはイエス様を

ピラ トのもとに連れてきました。 ピラ トが死

刑執行の命令を下すことを狙つていたのです。
ピラ トとい う人は、権力闘争を勝ち抜いて

きたなかなかのや り手で、また相当あくどい

人物だつたようです。 しか しイエス様をす ぐ

に死刑にしようとはしませんで した。それ ど

ころか何 とか してイエス様を助け出そ うとし

たのです。

祭司長、律法学者をはじめとするユダヤの

人たちがイエス様を引っ立てて来た理由はひ

とことで言えばねたみで した。「イエスは自分

を神の子、救い主だと言つている、こんなの

は嘘だ、神様を冒涜することだ」 とい うこと

です。 しか しユダヤの人たちは死刑執行が出

来ません し、また、そんな理由でピラ トに死

刑 を認めてもらう・ことも出来ません。異教徒
のピラ トにとって、イエス様が神様を冒涜 し

ているかどうかなんて、どうでも良いことだ

つたのです。     ‐

そこで人々は、「イエスは自分を王だと言つ

ている」 と言い変えました。皇帝に対する謀

反の罪で死刑に出来ると踏んだわけですね。

ただ、ピラ トはそんなす りかえには編 されま

せん。 ピラ トはイエス様が謀反を起 こしたと

も十字架にかけなければならないほど危険な

人間とも思わなかったのです。

当時、総督は、祭 りの度ごとに民衆の希望

する囚人を一人釈放するとい う慣わ しがあ り、
ピラ トはこれを利用 してイエス様を助けよう

としました。でもユダヤの人たちは納得 しま
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せん。そこでイエス様を鞭で打たせましたが、

それでも駄 日でした。

すると、ローマの兵隊たちがイエス様をな

ぶ りものにするとい うことが起こりました。

イエス様の頭に トゲがついている茨の冠をか

ぶせ、王様が着るのとよく似た紫の服をまと

わせた上で、「ユダヤ人の王、万歳」と言つて、

びんた したのです。 ピラ トは体 じゅう血だら

けになつているイエス様を人々の前に連れ出

して言いました、「見よ、この男だ」。これは、

イエス様 こそあなたがたの王様だ、この人を

信 じなさい、とい うことではありません。「見

なさい。茨の冠をのせ られ、紫の服を着せ ら

れて、体 じゅう傷だらけのこんなかわいそ う

な男が謀反を起こしただ と。そんなことがあ

るはずはない。死刑にすることはない」 とい

うことだつたのです。 しか し、ピラ トの声は

イエス様を十字架につけろとい う声に打ち消

されてしまいました。ピラ トはついに、「もし、

この男を釈放するなら、あなたは皇帝の友で

はない。王を自称する者は皆、皇帝に背いて

います。」とい う声に屈 して、イエス様の十字

架刑を承認 してしま うのです。

私はこの 2月 、ポーラン ドのアウシュビッ

ツを訪問しました。ユダヤ人 100万人が殺 さ

れたところで、そこにこうい う証言が残 され

ていますb…少年を含む罪のない 3人の人が

殺 された時、声が上が りました、「神様はどこ

だ、どこにお られるのか」。その時、ある人が

答えました、「どこだって、ここにお られる。

ここに、この絞首台に、吊るされてお られる。」

この悲惨な出来事が大きなヒン トを提供 し

ています。神様が人間によって殺 されたので

す。全能の神がイエス様 となつてこの世界に

現れました。しかしその力を用いることなく、

罪人 (つみび と)と して、十字架につけられ

て死ぬ とい う、常識では考えられないことが

起 こりました。 しか しだからこそ、イエス様

は救い主であ り、世界の王であるのです。 ピ

ラ トが自分ではよくわからないまま指 し示 し

たイエス様に私たちの人生がかかっています。
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